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第 32巻総目次

原著

脊髄白質の再生に関する実験的研究一－－－－－－－－－－－－一ー・ー ・・・ E・e・…・…阿部恒夫（ 1) 

手術後の局所浮腫対策としての Kimops inの効果について ・・ーー ・ーー・一－一…・・高山坦三・他（ 18) 

担癌宿主の抗腫蕩性に於ける網内系の意義に関する実験的研究ー一－－・・・ー・ ・ぃ・野田 彰（ 69) 

二期的肝広汎切除法ー… .........・………ー・ーー・……..........… ・ー・・・・・ー・小坂 進（ 99) 

胃癌の胃壁内進展に関する形態学的研究ーー……・・……・……ー…………… ……磁橋 保（ 125) 

パラガングリオンに於けるカテコールアミンに関する組織化学的研究

第I編－－… －－－－一一…・… …….....・ a・－…・・ －一・ーー ー・ー…ーー ・ー・…・……イ中

第五編－ －一…ー ーーー…ー……・ ....…… … ，．．…・E・e・・・・… … ー・………・イ中

骨端軟骨の生長に及ぼすジベレリンの影響・…ー・）… ーー…ー •••••• ・・....安

異所的骨形成に及ぼす AnabolicSteroidsの影響に関する組織化学的研究・ ・・ー……大

骨髄内移値腫疹（WALKERCARCINOSARCOMA）に及ぼす

抗癌剤の影響に関する実験的研究・・ーーー －一ー ・・ー・・・・・ー－－－一一池 田 一 郎（ 211) 

悪性骨腫蕩の外科的療法に関する実験的研究 ーーー・ー・ーい… .....・e ・ーー・ー…・葛 岡健作（ 234) 

実験的骨髄内移植腫場における転移に関する研究ー ・・・ーーーー… …・－－－……北 隣（ 258) 

脊髄神経後根に於ける自律神経線維の由来に関する実験的研究…… ・・…・………巽 典三（ 32わ

いろいろの形の脊髄砂時計腫.....・ e ・・・ E •• •••••• ・.....…・…・ーー…・・… ・……・細川 昌 俊（ 357) 

胸膜移行部椎間板ヘルニアとくにそのミエログラムについて－一…・ー・－－－－一ーー・・泉 田重雄（ 375) 

低体温法下肝動脈遮断に関する実験的研究ーーー………一……・…....・e・・一……・水野嚢ー（ 383) 

各種脳神経疾患患者髄液の生化学的研究－－ … ー・・ ................・ー・・ー・ ーー 小沢和恵（ 400) 

脊髄硬膜に於ける神経線維についてー・…・…－ ...・e・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ー・・ ー・・ ー・小寺寿治・他（ 4.12) 

十二指腸乳頭の形態学的観察ー一一ーーー －ーー ・ ・・・ ーーーリー・・ー・ー・…ー西井啓二（ 418) 

実験的胃悪性麗疹の発生に及ぼす細網内皮系の影響に関する研究…・・ーー・・一ー・ーー小嶋庸一（ 451) 

腹膜癒着に基因する慢性イレウスの際における消化吸収機能の検討ー…・ ーー・・・・西島 早見（ 479) 

脳外傷に対する核酸誘導物質の応用…ーーーー…...... ••••••••• • •• E リ…・一一・ーー近藤祐之（ 489) 

門脈遮断に関する実験的研究・・・… ・・・ーーーー…一一一－－一ー一… ー－…－一小柳 弼（ 506) 

瞭置腸管翻転粘膜による腹水吸収に関する実験的研究・・ー ー •. •• ・・・－・・・・ ・・ー・ーー倉西久雄（ 524) 

松果体原発腫療に関する病理学的研究・ーー …ーーーーー・・・ － ー・ ・・…ーー西井啓二（ 548) 

主主筆性斜頚に関する実験的研究…・ー・ …・・一一 ••••••••••••• .••••••••• ・ ・・0・ぃ ー三 沢郁夫（ 597) 

癌の治療面に於ける diffusionchamber法の臨床応用一…・……… －ー・・ ・・・ー・伏 木信夫（ 626) 

低体温法を利用せる制癌剤の効果増強法一 ・，ー…・・・ー・・・・・・・・・ーー・・・…………高橋 勝（ 648) 

肝動脈遮断後長期生存犬の肝機能と動脈性副血行路に就いて唱・・・・・ー・ー・・・・………小 柴孝夫（ 721) 

癌の免疫化学療法・………ー・・……・・ーー一 ・・ ーーー…・…・…・… －－－－－－－－－小野博通（ 751) 

実験的頭部外傷後の脳循環動態より見たる低体温療法の作用機序

附核酸誘導物質を中心とする薬剤混合物の治療効果…－－－－ … ー…・………坂本 宏（ 770) 

マウス胎児脳組織の脳内同種移植…一一－ －－－一－一一……… ー一－－－－－渡辺 徹（ 787) 

骨絡筋における神経終末の変性及び再生に及ぽす TATDの影響に関する実験的研究…桐田良人・他（ 801〕

術後栄養管理に関する研究……ー・・… ー 一一ー…………ーー •.•••••••••••. , ...ー高山坦三・他（ 812) 

ショックの際の血液及び臓器組織の Plasmin系及び Activator系，それらの Inhibitor

に関する実験的研究…・…・………－
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α-chymotrypsin関節内投与に関する臨床的研究・・ー…・・…一 …・・…・…一………・近藤 茂・他（ 32) 

Coll倍氏骨折に対する観血的整復術式の考築 ー－ 一－一－…ー ー一一…・・ ・ー.........鶴海完治・他（ 39) 

シロネズミに於ける超低体混：循環停止に対する生存率と耐容カーー ・ー…………・・八牧力雄・他（ 278) 

Duvadilan (Isoxsuprine HCL）の末梢血行増強作用について ーーー.....・・ー ・ー ー・ーー高 山坦三・他（ 286) 

最近経験せる痛風性関節症に就いて ー， e ー … ー… e ・ ・・ 4 ・ー・………・ 4広谷速人・他（ 427) 

外科p 整形外科領域におけるべノスタジン・カプセルの使用経験ーー －－－… ・ー・・・ーーー近藤 茂・他（ 432) 

簡易な腹式食道羽Ji.加1合の手抜..... a・ … ••••••• •••••• ・ー ・ー……・…ー岸本秀雄（ 568) 

駒高を主訴とする老人のレ線学的観察ー・司…ー ーーー ......ー… … －－ー…......広谷速人・他（ 57-1 J 

乳腺鹿蕩と くに乳癌における手L腺症の位置に対する再吟味ーー・・… ……・・ー…ー・ー高 山坦三・他（ 673) 

頚部脊椎骨軟骨症に於ける頚椎のレ線学的研究 一 …ー ー・・・一・ －一・ー ・・鎗海寛治・他（ 682) 

静注用シグ"77イシンの使用経験 ー…・・・・・・・・・ ・… 一－ －－－－－－－－－…・一一 野崎成典・他（ 690) 

症例

Cervical 心メticHygromaの1例・…・・・・・・・・・ー一 ー…・ー ・ーー・ーーー・・－－ －ー・ー門脇 宏・他 （ 44) 

姉血管腫の l例 ・0 .. . . .........  ・0 ・ e 一一 一…・ー・・・… ・・・…・…・ーーーー…恒川，Wt吾・他（ 50) 

胃切除iえに発生した枠外主主の l治験例・ ー..............・・ー ・ ・・－－－ーーー…寺西輝高・他（ 54) 

腹水路溜を主症状とした小児亙急性降臓炎の 1治験例。ー・一一－－－ー・・・・・・ ，．一 杉本雄三・他（ 58) 

特発性脊椎側笥症による脊髄麻簿とその治療法の検討 ー・… ・・… ー・……ーー・・・・・鶴海寛治・他（ 61) 

虫垂粘液褒贋と虫垂粘液球形成症の包1例 ーョ ー 一・ー… ・・ー・ー・…・ ー 一池内 彰・他（ 295) 

腹部大動脈移植後に結腸壊死を~＇：たした 1 例・ー ・・・田・…・・0 ・ー……ーー…・…岸 智・他（ 301〕

反後止・下血の原因となった空腸平滑筋腫の 1例 …－－・ーー・ 一 一 ・0 ・…ー・・寺西輝高・他（ 306) 

上腕神経叢の Root.\vu ！、 i • <l1 の臨床像と治療ー ーー・・一一一 ’・・ー・....・ ・e ・4鶴海寛治・他（ 312) 

胎便性イレウスの l例ー…－ .... ・e ・一…・ー一 •· ••• ·• •••••• ••• ••• ・… ・...・・…ーー門脇 宏・他（ 437) 

ヘパトームによる胆道内出血の 1例ー・・ ー……一……・一・・・・・・・・・・・・・・・H ・－・ーい 水野裏一・他（ 11-1 J 

乳児にみられた横隔膜レラキチオの l例・・ ー一一一ー・・ー…・ー・ー・ー・・..・・・…ーーー門脇 宏 ・他（ 584) 

廻盲部切除を要した急性虫垂炎の2例・・ ー・－…ー ・田…..........・・・・-・ －ー・・ー・・ーー重永正之・他（ 590) 

頭蓋骨結核の 1例ー ーー ー ー－ .......................……・…・・・ 9・・....・e・－白丹 信敏・他（ 694) 

急性下行大動脈閉塞症候群を呈した巨大縦隔奇形腫 ー…… －ーー ・…一…・.....・近江 達・他（ 698) 

原発性虫垂癌による十二指腸閉塞の 1例 ーー ー－－ －－－－－－ ーー・…ーーーーリー・伴 敏彦・他（ 702) 

Papillary c≫tade11<1111a lymphomatosum (Warthin暖疹）の 1例..........…・－－－…一一一丹 信敏・他（ 707) 

先天性虫r’：c,;.,,3症例追加．、 一…ー ...........…・・一・・ ・・ ー・一… －ー遠渡正夫・他（ 713) 

第5腰椎縦骨折の l例ー ー・ －ーー 一ー ・・…・ ・ー……・ －－…・… ・……・・ーー中村敬而（ 834〕

重症肺真菌症のマイコスタチンによる2治験例ー ー・・・・ー・・・・・…...・H ・－－－・・…ー竜田憲和.1也（ 838) 

胃の Pneumaticruptureを伴なった先天性食道閉鎖症の1手術例.... …・ ・ー ー佐々木進次郎・他（ 843) 

腸蜂禽織炎を続発した下行総腸乳頭状腺種の穿孔例 e ・ ・・ 0 ・ ・…・ー…ーー ・丹 信敏・他（ 849 I 

横行結腸間膜線維腫の先行した胃良性問楽性混合腫疹の l例・ ー・・・ーー……・ー渡辺 裕・他（ 856〕

先天性股関節脱臼児の股関節レ線撮影時における防護及び固定台の試作について－…一手島宰三・他（ 865) 

老人l斗tめた大腿骨々端疲労骨折の l例......... ー....... …・…・ー …・ー・ーー手島宰三・他（ 869) 

集談会

第21回岐阜外科集談会一ー 一一一ー一ーー－－ －… ・・ ・ー・ ・ ・・－・・E・－・ー・ …ーーー ー・ … ….......ー ( 65) 

第22岐阜外科集談会… E e ・4 ・ ・・ ・・ー ・・・…・ー . • ・・0 ・ー・－…・・－－ －－……ー・ ー・－－…・・・( 319) 

第23回岐阜外科集談会・ー・ぃ・・ ・・・目。．．．．． ，．． ． 目U ・・ー・… 0・0・・・・ ・ .......…ー ( 448) 

第24回岐阜外科1t：技会 一 ・ ・ ー ・・・・ 6 ・・ s ・・ ・ーーー…・ー……・… ( 594) 
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第 32 巻索引

人名索引

ア（A)

阿部恒夫…

阿部弘毅－－－－－……………・………・・ ・ 698 

安立良、冶ー－－－－…－－－ －－－－一……・ー・ 一169,312

朝倉 保・……… ..........… 点』l，』137,584

朝田 健……・…一一・……－－－ ・・・61

B 

伴 敏彦・・・・ー……ー … ー ……  ・・・・…－ 702 

c 
長 靖麿 ーー…........ ー…・・・…・・・・・・e •• 312 

D 

土居 進ー－…－ ーー…・……・－ ... .・・44,437 

E 

江見 勇ー…ー……－………ー…・… ..・58 

遠渡正夫ー………ー…・ーー……ー … ーー 713

F 

藤田 仁一 ー－－ ・一一………………・ ・ ・・ー…61

深瀬 宏・・ …・・ ・…・……－…・・…........一… 801 

福井四郎 ー －－－－－一一－…・…・……・…ー.812 

福田 治彦－－・・…....・ー・……………….........698 

福田 勝次ーー・・・0・ー・…・・…ー………....E ・ーー 843

伏木信夫・・ー………ー……－……－…… 626

H 

橋本一作.....・H ・－…………...・ H ・.............39 

橋本光六…・…・…… …一一一－－－一一一ー..856 

林惣三郎ー ・……………………・・… 694,707,849

早野薫夫………………………………… －ー 713

浜田 脅か・……… …………－・・……－… e ・61

浜中 良郎－－・・・・一… …ー一… －－ 11, -137 

浜野 研l瑛一ー…… … ・ーー・・・ー……ー 32,432

服部 洋…ー・・ー…・……….......・……・......44 

広谷速人……ー ー一ー・－…－……－ 427,574 

細川昌俊－一一 ……一一 一ー・・… ーーー357

堀越雄二郎・・・・・・・・・ ー ・・・ ー・・・・… ….......... 702 

I 

池内 彰・ … －………… 一…… … … 295

池田 彬” …・・……ーー ・－…・ー… ・・ ...375 

池田 一郎 ，．… ・・・・ ー・ ………一一・・….... 211 

板谷博之ー一－…・……・ーー…－－・－－一一.301, 843 

伊藤達郎 －－………－－－…………………・ 694

伊藤春雄一一.....……ー…………….. .713 

石塚 吉郎・...........・ H ・－一一一一一・・ー・・ . 26 

泉田 重雄ー ・－ －……ー………・・・・ー… … ・・ 375

議橋 保ー……・・……… 一・ー……・…・ ・125

岩本 洋三……ー…・・ーー一ー一 ...・ e・・・・・・・44,137, 58-1 

K 

門脇 宏ー……・ーパー…・ー－－－ . ・44, 437' 584 

上条純成ー・・ ・… ー・－…－ … －－一一. . . ・32, 432 

作~ 秀雄一 ………・…一一…ーー…ーー・・...........568 

岸 智・・・………・…・・…田…・・……………ー….301 

北 隣ー－…………－ ・ー…ーー一一ー－－－ － 258 

北出竜太郎－ ・・H ・a・....・H ・－一…………－－ ・・ -144 

柄田 良人一 …ー…・・・…－ 一 －－一一 ーーー ..801 

金石珍ー…一 －一一ー一一…・ー…………... . 312 

葛岡 健作…ー ・…・……・・・……ぃー… 一－ －－ 234 

倉西久雄ーー … ー……・..............ー・ー ベー 524 

小坂 進－－－－……・・…ー………・・・…一…ー・・・・99

小柴孝夫－－…・・……………………… －ー 721 
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M 
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西島早見ー 一......… …・ー ・・ … 479 
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（雑誌名）I 1c',.~ ） 
case of carcinoma of the mamma. Lancet, 2 : 

（頁〕（年代）
104, 1896. 

三宅儀：副腎皮質ホルモンの測定と臨床．最新医

学， 6:769，昭26.

0掲載料は実費として 1頁1200円としP 図表写真版等

の費用は著者の実費負担とする．但し症例報告は3

頁までは無料としP これを越すものに対しては実費

を徴収する．アート紙の使用P コロタイプp 天然色

図版の掲載等に関しても著者において実費を負担す

るものとする．

0症例に於て特に早く掲載を希望し掲載号を指定され

る方の掲載料は全額実費負担とする．

執筆 1守において別刷希望の方はp 寄稿と同時に希望

者責を附言せられたい別刷は実費を申し受ける．

0原稿は書留郵便で下記に送られたい．

0なお原稿は返却しない．
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投稿規定（昭.36目2.1改正）

f、本.：t:t毎年 1月， 3月P 5 JJ, 7月， 9月及び11月

の1日に発行する（年間6冊）． 状況により臨時贈

刊を発行する．

。本誌予約購読者の原稿を掲載する．

0予約購読料は年額1,500円（送料を合む）としF 分売

はl冊300円とする．

。原稿の長さはおよそ下記の限度としP 和文原稿には

欧文表題p 1¥1：’女れ；.J<,1z1：文以前には和文表題及び和

文拶y録を添附されたい．

原著論文p 綜説p 臨床＇ 400字詰40枚以内（図表共）

症例ぷ：＼，研究速報＇ 400字詰15枚以内（図表共）

O原稿の当編輯室へ到達した日附を受！、！日とする．

0原稿の用語中p 固有名詞はすべて固有の文字をp 又
数字はすべて算用数字を使用し，日本，if¥fじした外国

語は片かなでかく事．この際は「 」不要．

。数量の単位は下記の例による．

例P rn, cm, mm, cc, kg, g p じ， ，11,

%, pH，等ピリオド不要

0原稿は横占とし新かなづかいを用いる事．

0欧文I！；＿びiザ：交抄録l土タイプライターで記入され j変

し、．

0欧文中の人名にはアンダーラインを記入する事（文

献を除く．〕．

0挿回i1曲線等は必ず白紙又は背線方眼紙に量で清書

し，直ちに凸版の製作五山れらようにして送附のこ

と．またp その挿入位置を原稿に記入する事．

昭和38年 10月21日印刷

昭和38年 11月 1日発行

編輯%t発行者

i:p 同リ 者

印 同リ 所

l刈，表p '1J-l1l勺はすべて別紙に記入p 若しくは添附

し：本文中には挿入個所のみ指定する事．

Cl＇川：iは完全なものとして御送附願いたい．校正の際

における加筆補正は認めない．

0引用文献は篇｛てに集めp i欠の例による．
（」〔~＂（， I （表題）
Beatson, G. T. : On the treatment of inoperable 

r JMrJ志名）（巻〕
case of carcinoma of the rnarnrna. L;incet, 2. 

（よ’（I（年代）
101, 1896. 

三宅儀：副腎皮質ホルモンの測定と臨床，最新医

J、；：：， 6, 769, Si':l26. 

j仙波料It'-J之官として l頁1200円とし，図表写真版等

の費用は著者の実費負担とする．但し症例紙告に於

ては3頁までは無料としP これを越すものに対して

は実費を徴収する．アート紙の使用，コロタイプ天

然色図版の掲載等に関しでも著者に於て実費を負担

するものとする．

0症例に出て特に！？戸く掲載を希望し掲載号を指定され

る方の掲載料は全額実費負担とする．

0執筆者に於て別刷希望の方はp 寄稿と同時に希望数

を附言せられたい別刷は実費を申し受ける．

。原稿は書留郵便で下記に送られたい．

0なお原稿は返却しない．

京都市左京区聖護院川原町53
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